
右のQRコードより事前参加登録をお願いいたします。

参加費無料、定員200名

第3回心臓病両立支援オンサイト研修会
企業と医療の架け橋としての両立支援
〜職場と医療の連携による新たな実践〜

12月3日(水)18:00～20:00

場所：聖路加国際大学 日野原ホール
(大村進・美枝子記念 聖路加臨床学術センター地下1階)

参加登録締め切り：11月28日(金)
主催：東京脳卒中・心臓病等総合支援センター

心臓病両立支援ネットワーク
後援 日本心臓財団、日本循環器学会、東京都医師会

問い合わせ：心臓病両立支援ネットワーク事務局 kebata@shi.heart.or.jp

開会挨拶（18:00〜）池亀俊美 （榊原記念病院）

企業・産業医側 座長：青木 二郎（聖路加国際病院）
企業からの実践報告（18:05）

「企業事例より心疾患等の就労両立支援のポイントについて考える」
登壇者：鈴木 碧（アリルジュ株式会社）

産業医からの視点（18:20〜）
「産業医の立場からみた両立支援の課題と連携の可能性」
登壇者：土肥 誠太郎（MOANA土肥産業医事務所）

患者側 座長：中山 敦子（榊原記念病院）
患者からの視点（18:35〜）

登壇者：秋山 典男（コルクレド株式会社代表）

医療側 座長：斎藤 尚子（聖路加国際病院）
医療事例①（18:50〜）

「若年・重症心疾患患者の両立支援とその工夫」
登壇者：小板橋 俊美（北里大学）

医療事例②（19:05〜）
「心臓リハビリテーションでの心疾患患者支援の取り組み」

登壇者：石井 典子（榊原記念病院）

パネルディスカッション（19:20〜）
モデレーター：橋本久美子（聖路加国際病院）／水野篤（聖路加国際病院）／中山敦子

「医療・企業・産業医の連携による“現実的”な両立支援とは」
（質疑応答・会場参加者との対話を含む）

閉会挨拶（19:55〜）中山敦子 （榊原記念病院）



地下鉄にてご来場の場合
・東京メトロ 日比谷線 築地駅 ３a,b番出口または 4 番出口を出て、

3a,b出口の間の聖ルカ通りを直進（徒歩3分）
・東京メトロ 有楽町線 新富町駅６番出口を出て、一つ目の道を右折して直進（徒歩 5 分）

バスにてご来場の場合
・都営バス 錦１１系統 （錦糸町駅前発 新大橋・茅場町経由築地駅前 行き）
築地駅前停留所(終点)下車 徒歩3分

・都営バス 東１５系統 （深川車庫発 豊洲駅・明石町経由 東京駅八重洲口行き）
聖路加病院前停留所下車 徒歩3分

聖路加国際大学 日野原ホールへのアクセス
(大村進・美枝子記念 聖路加臨床学術センター地下1階)

住所：〒104-0044 東京都中央区明石町 10-1 TEL：03-6226-6366


